
「
安
心
社
会
へ 

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
安
心
社
会
へ 

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

大谷会長が構成組織組合旗
パネルを背景に主催者挨拶

乾杯の発声をする岡会長代行

春闘勝利に向け、中川共闘会議
副議長団結ガンバロウ

各構成組織から６３人が参加

連合白書を解説する大久保局長
（Web開催）

月
例
賃
金
の
改
善
に
こ
だ
わ
り
、

賃
上
げ
で
社
会
全
体
に
波
及
を

連
合
徳
島
活
動
ス
タ
ー
ト

労
働
者
を
大
切
に
す
る
社
会
に
生
活
と

労
働
条
件
な
ど
の
向
上
に
取
り
組
む

第26回参議院選挙連合推薦
比例区候補者一覧
第26回参議院選挙連合推薦
比例区候補者一覧
第26回参議院選挙連合推薦
比例区候補者一覧

川合孝典川合孝典

国民民主党
現職（２期）

かわい たかのり

浜口　誠浜口　誠

国民民主党
現職（１期）

はまぐち まこと

鬼木まこと鬼木まこと

立憲民主党
新人
　

おにき まこと

矢田わか子矢田わか子

国民民主党
現職（１期）

やた わかこ

村田享子村田享子

立憲民主党
新人
　

むらた きょうこ

しば慎一しば慎一

立憲民主党
新人

しば しんいち

古賀ちかげ古賀ちかげ

立憲民主党
新人
　

こが ちかげ

竹詰　仁竹詰　仁

国民民主党
新人

たけづめ ひとし

石橋みちひろ石橋みちひろ

立憲民主党
現職（２期）

いしばし みちひろ

2022 年 7月に予定されている参議
院選挙に向けて、連合は、政策を共有
する候補者を推薦しています。
｠ 連合ホームページ（トップページ）
のバナーもしくは上記 URL から
アクセスをお願いいたします。

https://www.jtuc-rengo.or.jp/senkyo/26th_sangiin/

3月13日（日）　2022Syuntoふれあいファミリーデー
                     絵画コンクール表彰式（NPO法人クレエール）

3月13日（日）～31日（木）　
                     応募作品の展示（NPO法人クレエール）

4月  8日（金）　2022中小春闘勝利  未解決組合支援促進
                     徳島総決起集会（ふれあい健康館）

◎

◎

◎

　

２
０
２
２
年
２
月
４
日
、
徳
島

県
春
闘
共
闘
会
議
と
連
合
徳
島

は
、
徳
島
県
労
働
福
祉
会
館
別
館

５
階
ホ
ー
ル
に
て
、「
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
開
始
宣
言
徳
島

集
会
」及
び「
連
合
白
書
学
習
会
」

を
感
染
症
対
策
の
上
、縮
小
開
催

と
し
、
連
合
徳
島
構
成
組
織
等
か

ら
63
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
中

川
共
闘
会
議
副
議
長
か
ら｢

１
９

９
７
年
以
降
、
日
本
は
賃
金
・
労

働
時
間
・
仕
事
の
や
り
が
い
の

満
足
度
が
他
の
先
進
国
よ
り
も

低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。今
春

闘
で
は
、
消
費
を
回
復
・
増
加
さ

せ
る
に
は
月
例
賃
金
の
改
善
に

こ
だ
わ
り
、
未
来
を
変
え
る
『
未

来
づ
く
り
春
闘
』
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
」と
挨
拶
。

　

島
共
闘
会
議
事
務
局
長
か
ら

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
の
闘

い
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

「
賃
金
要
求
指
標
で
の
『
底
支
え
』

と
し
て
時
給
１
，１
５
０
円
を
め

ざ
し
、『
格
差

是
正
』
と
し

て
企
業
内
最

低
賃
金
協
定

１
，
１
５
０

円
以
上
と
し
、

30
歳
で
２
４

３
，
４
５
０

円
、
35
歳
で

２
６
６
，
２

５
０
円
を
最
低
到
達
水
準
と
す

る
。『
底
上
げ
』と
し
て
は
産
業
の

『
底
支
え
』『
格
差
是
正
』
に
寄
与

す
る
『
賃
金
水
準
追
及
』
の
取
り

組
み
を
強
化
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
賃
上
げ
を
社
会
全
体
に

波
及
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

産
業
に
お
け
る
最
大
限
の
『
底
上

げ
』
に
取
り
組
む
。賃
上
げ
分
２

％
程
度
、
定
期
昇
給
相
当
分
を
合

わ
せ
て
４
％
程
度
の
賃
上
げ
を

目
安
と
す
る
」と
提
起
し
た
。

　

そ
の
後
、
民
間
大
手
部
会
・
原

内
事
務
局
長
、
民
間
中
小
部
会
・

井
内
中
小
労
働
対
策
本
部
長
、官

公
労
部
会
・
公
務
労
協
吉
野
事

務
局
長
、
地
域
部
会
・
中
央
地
域

協
議
会
宮
本
議
長
よ
り
、
今
春
闘

で
の
部
会
決
意
を
表
明
。連
合
徳

島
青
年
委
員
会
・
小
畑
委
員
長

か
ら
の
開
始
宣
言
（
案
）
が
力
強

く
提
案
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

　

連
合
本
部
総
合
政
策
推
進
局
・

大
久
保
労
働
条
件
局
長
に
よ
る

「
連
合
白
書
学
習
会
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ

開
催
後
、
島
事
務
局
長
の
閉
会
挨

拶
と
春
闘
勝
利
に
向
け
中
川
副

議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
た
。

　

連
合
徳
島
は
２
０
２
２
年
１

月
６
日
、
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル
で
「
２
０
２
２
年
連
合
徳

島
新
年
旗
開
き
」
を
開
催
し
た
。

来
賓
に
は
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
・

伊
藤
徳
島
労
働
局
長
・
内
藤
徳

島
市
長
・
高
井
三
好
市
長
を
は

じ
め
と
し
て
行
政
関
係
者
、
経
営

者
団
体
か
ら
は
濱
田
徳
島
県
経

営
者
協
会
専
務
理
事
、
黒
田
徳
島

県
商
工
会
議
所
連
合
会
副
会
頭
、

木
具
徳
島
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
専
務
理
事
、
山
城
徳
島
県
中

小
企
業
家
同
友
会
会
長
理
事
、
政

党
関
係
か
ら

庄
野
立
憲
民

主
党
徳
島
県

連
代
表
、さ
ら

に
、各
労
働
福

祉
団
体
・
連

合
徳
島
議
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
仁
木
衆

議
院
議
員
・
友
好
組
織
等
か
ら

53
人
を
お
迎
え
し
た
。各
構
成
組

織
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
約
１

１
８
人
で
２
０
２
２
年
の
ス
タ

ー
ト
と
な
る
旗
開
き
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。司
会
進
行

は
、
島
事
務
局
長
と
藤
田
副
会
長

が
担
当
し
た
。 

　

主
催
者
代
表
挨
拶
で
大
谷
連

合
徳
島
会
長
は
、
来
賓
を
は
じ
め

参
加
者
に
対
し
て
、
日
頃
の
連
合

徳
島
の
諸
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
上
、
制
約
あ
る
開

催
と
な
っ
た
旗
開
き
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
た
。

　

ご
来
賓
か
ら
は
、
各
参
加
団
体

を
代
表
し
て
、
飯
泉
徳
島
県
知

事
・
伊
藤
徳
島
労
働
局
長
・
内

藤
徳
島
市
長
・
高
井
三
好
市
長
・

黒
田
徳
島
商
工
会
議
所
副
会
頭
・

川
越
（
公
社
）
徳
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
会
長
か
ら
挨
拶
を
受

け
た
。ま
た
、
庄
野
立
憲
民
主
党

徳
島
県
連
代
表
を
は
じ
め
連
合

徳
島
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
員

団
・
仁
木
衆
議
院
議
員
か
ら
は

各
議
員
の
近
況
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
来
賓
挨
拶
で
は
、

連
合
徳
島
に
高
い
期
待
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

参
加
者
間
の
交
流
は
、
岡
連
合

徳
島
会
長
代
行
に
よ
る
、
参
加
者

へ
の
御
礼
と
力
強
い
乾
杯
の
発

声
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。短
時

間
か
つ
テ
ー
ブ
ル
単
位
と
は
な

っ
た
も
の
の
、
旗
開
き
の
交
流
の

機
会
を
通
じ
て
、
連
合
徳
島
に
集

う
各
構
成
組
織
間
の
情
報
交
換

を
行
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
中
川
連
合

徳
島
副
会
長
は
、
来
賓
組
織
な
ら

び
に
構
成
組
織
に
対
し
て
連
合

徳
島
の
活
動
に
引
き
続
き
ご
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

し
、
２
０
２
２
年
連
合
徳
島
新
年

旗
開
き
を
締
め
く
く
っ
た
。

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス

vol. 322
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２０２2春闘の課題や
        認識の共有化を
２０２2春闘の課題や
        認識の共有化を

横断幕・アピールボードで県民に周知

連合本部井上総合政策推進局長が問題提起

道行く人にアピールする
弁士ら

横断幕・アピールボードで県民に周知

連合本部仁平総合政策推進局長が
春闘方針等提起 各県から３４人が参加

道行く人にアピールする弁士ら

連
合
ア
ク
シ
ョ
ン
、36
協
定・職
場
の

過
半
数
代
表
制
度
を
周
知

全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

周
知
駅
前
街
宣
行
動

春
季
生
活
闘
争
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等・多
様
性
推
進
課
題
を
学
習

─ 四国ブロック春季生活闘争推進会議 ─

未
来
づ
く
り
春
闘
を

　

連
合
徳
島
は
、
２
０
２
２
年

１
月
11
日
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
に

て
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
街
宣
行
動
を
実
施
し
、
ア

ピ
ー
ル
ボ
ー
ド
を
用
い
て
「
連

合
ア
ク
シ
ョ
ン
」「
最
低
賃
金
」

「
連
合
全
国
一
斉
集
中
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
等
を
周
知

し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
大
谷
会
長

か
ら「
36（
サ
ブ
ロ
ク
）協
定（
労

働
基
準
法
第
36
条
）
時
間
外
・

休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
届
」

に
つ
い
て
説
明
の
あ
と
、
注
意

点
と
し
て
「
会
社
の
代
表
者
が

古
株
の
社
員
に
と
り
あ
え
ず
署

名
捺
印
を
さ
せ
て
、
労
働
者
代

表
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。選
出

の
手
順
を
取
る
と
手
間
が
か
か

り
、
さ
ら
に
立
候
補
を
募
っ
て

も
こ
の
よ
う
な
面
倒
な
立
場
に

労
働
者
自
身
が
自
発
的
に
立
候

補
す
る
ケ
ー
ス
は
そ
う
多
く
な

い
。こ
う
し
た
事
態

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
そ
こ
ま
で
気

に
し
な
い
小
さ
な
会

社
で
は
よ
く
起
こ
る

も
の
と
考
え
ら
れ

る
。し
か
し
、こ
れ
で

　

２
０
２
２
年
度
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
会
議
が
１
月
14
日
松
山

市
に
お
い
て
、
集
合
と
Ｗ
ｅ
ｂ

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
23
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
連
合
愛
媛
菊

川
会
長
よ
り
、「
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
毎
年
発
表
す
る
『
男

女
平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２

１
』で
は
、Ｇ
７
の
中
で
日
本
は

最
下
位
の
１
２
０
位
と
な
っ
て

お
り
、
世
界
的
に
見
た
時
に
日

本
の
立
ち
位
置
は
、
ま
だ
ま
だ

低
い
状
態
で
あ
る
。ま
た
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
在
宅
勤
務
に
伴

う
家
庭
内
暴
力
が
、
２
０
２
０

年
よ
り
１
割
強
増
加
し
て
お

り
、
数
値
だ
け
を
見
て
も
日
本

は
ま
だ
ま
だ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
国

は
労
働
者
代
表
が
社
員
の
過
半

数
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。労
働
基
準
監
督

署
の
査
察
が
入
れ
ば
、
使
用
者

側
は
妥
当
な
手
続
き
を
踏
ん
で

い
る
か
確
認
さ
れ
、
労
働
者
代

表
の
選
出
方
法
に
問
題
が
あ
り

36
協
定
を
適
切
に
結
ん
で
い
な

か
っ
た
場
合
、
労
働
者
は
時
間

外
労
働
に
は
応
じ
る
必
要
は
な

く
な
る
。ま
た
、届
け
出
た
36
協

定
は
労
働
者
に
周
知
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
周
知
し
な

か
っ
た
場
合
、
労
働
基
準
法
第

１
０
６
条
違
反
と
な
り
30
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

是
非
と
も
、
女
性
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
先
頭
に
立
ち
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
連
合
本
部
井
上
久

美
枝
総
合
政
策
推
進
局
長
な
ら

び
に
滝
沢
弘
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
多
様
性
推
進
局
次
長
よ
り
、

①
２
０
２
２
│
２
０
２
３
年
度

運
動
方
針
②
２
０
２
２
春
季
生

活
闘
争
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
推
進
課
題
に
関
す
る
取

り
組
み
）③
連
合「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
計
画
」
フ
ェ
ー
ズ
１

に
つ
い
て
④
個
別
課
題
に
つ
い

て
提
起
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
各
県
よ
り
取
り
組
み

報
告
を
受
け
、
組
織
間
の
交
流

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
る
こ

と
の
重
要
性
な
ど
を
共
有
し
、

２
０
２
２
年
度
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
会
議
を
終
了
し
た
。

　

２
０
２
２
年
１
月
24
日
、
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
２
０
２
２
春

季
生
活
闘
争
推
進
会
議
を
リ
ー

ガ
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
高
松
に
て
、

対
面
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
し
各
県
か
ら
34
人
が

参
加
し
た
。

　

本
会
議
は
毎
年
春
闘
前
に
開

催
さ
れ
、
春
闘
方
針
・
中
小
共

闘
方
針
に
つ
い
て
の
課
題
と
認

識
の
共
有
を
行
っ
て
い
る
。本

年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
症

予
防
対
策
を
と
っ
て
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

冒
頭
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

幹
事
県
の
福
家
連
合
香
川
会
長

か
ら
、「
日
本
の
賃
金
は
20
年
以

上
に
わ
た
り
停
滞
し
て
お
り
、

主
要
先
進
国
の
中
で
平
均
賃
金

額
は
低
い
位
置
で
あ
る
。安
い

ニ
ッ
ポ
ン
か
ら
抜
け
出
す
た
め

に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働

条
件
の
向
上
と
賃
上
げ
に
取
り

組
み『
未
来
づ
く
り
春
闘
』を
目

指
し
闘
っ
て
い
こ
う
」と
挨
拶
。

　

仁
平
連
合
本
部
総
合
政
策
推

進
局
長
か
ら
、
至
近
の
情
勢
報

告
の
あ
と
、
経
団
連
２
０
２
２

年
度
版
経
営
労
働
政
策
特
別
委

員
会
報
告
に
対
す
る
連
合
見
解

を
報
告
し
、「
連
合
の
２
０
２
２

闘
争
方
針
に
つ
い
て
積
極
的
な

『
人
へ
の
投
資
』に
つ
い
て
認
識

は
共
有
し
て
い
る
。サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
付
加
価
値

の
適
正
分
配
が
必
要
で
あ
り
、

人
件
費
・
原
材
料
費
等
を
含
め

た
必
要
コ
ス
ト
の
価
格
転
嫁
が

必
要
で
あ
る
と
の
認
識
は
あ
る

が
、
大
企
業
向
け
の
人
事
労
務

政
策
に
偏
る
こ
と
な
く
、
社
会

全
体
を
見
渡
し
国
民
生
活
全
体

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
指
導
性

を
発
揮
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と

述
べ
、
最
後
に「
労
使
に
は
、
危

機
対
応
の
み
な
ら
ず
、
み
ん
な

の
未
来
を
左
右
す
る
重
要
な
課

題
に
つ
い
て
、
真
摯
に
話
し
合

い
社
会
的
合
意
形
成
の
一
翼
を

担
う
役
目
が
あ
る
。２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
に
お
け
る
建
設

的
な
労
使
交
渉
に
よ
り
、
未
来

志
向
の
労
使
関
係
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
」と
提
起
し
た
。

職
場
で
の
過
半
数
代
表
制
度
や

36
協
定
な
ど
の
こ
と
を
正
し
く

知
る
こ
と
で
働
き
や
す
い
職
場

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

訴
え
た
。

　

続
い
て
、
徳
島
県
公
務
労
協

中
川
議
長
、（
公
社
）徳
島
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
川
越
会
長
、

徳
島
県
議
会
庄
野
昌
彦
議
員
よ

り
「
コ
ロ
ナ
禍
の
病
院
で
働
く

実
状
」「
生
活
困
窮
者
支
援
の
取

り
組
み
」「
コ
ロ
ナ
禍
の
県
内
状

況
と
県
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
周
知
し
た
。

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」徳
島
駅
前
街
宣
行
動
を
２

０
２
２
年
２
月
３
日
徳
島
駅
前

に
て
開
催
し
、連
合
徳
島
各
構

成
組
織
等
か
ら
21
人
が
参
加
し
、

「
連
合
全
国
一
斉
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」等
の
横
断
幕

や
ア
ピ
ー
ル
ボ
ー
ド
を
用
い
て

周
知
活
動
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、連
合
徳
島
大
谷
会
長

か
ら
、春
季
生
活
闘
争
の
説
明

の
あ
と「
日
本
の
賃
金
は 

１
９

９
７ 

年
が
ピ
ー
ク
で
、そ
こ
か

ら
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
お
ら
ず
、

い
ま
で
は
先
進
国
の
中
で
低
位

に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

労
働
者
に
適
正
な
分
配
が
行
わ

れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
状
況

で
あ
る
。２
０
２
２
春
闘
は
２

年
続
け
て
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

闘
争
と
な
る
が
、産
業
に
よ
っ

て
依
然
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、昨
年

と
は
か
な
り
状
況
が
異
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
回

復
途
上
に
あ
り
、２
０
２
１ 
年

度
末
に
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に

ほ
ぼ
回
復
す
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。２
０
２
２
春
闘
で
は『
未
来

づ
く
り
春
闘
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、賃
上
げ
を
含
め『
人
へ
の
投

資
』を
求
め
て
い
く
。」と
訴
え

た
。

　

続
い
て
、民
間
大
手
部
会
賀

川
部
会
長
、（
公
財
）徳
島
県
勤

労
者
福
祉
ネ
ッ
ワ
ー
ク
杉
本
専

務
理
事
、推
薦
議
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
立
憲
民
主
党
徳
島
県

連
庄
野
代
表
か
ら「
地
域
別
最

低
賃
金
に
つ
い
て
」「
勤
労
者
福

祉
ネ
ッ
ワ
ー
ク
４
事
業
の
活
動

に
つ
い
て
」「
県
内
の
防
災
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

取
り
組
み
」に
つ
い
て
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
四
国
各
県
か
ら
の

「
中
小
・
非
正
規
の
取
り
組
み
」

「
春
闘
方
針
」
を
報
告
の
あ
と
、

質
疑
と
意
見
・
情
報
交
換
を
行

い
、推
進
会
議
を
終
了
し
た
。
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